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1 緒論

秋川県は古くか にめぐまれ、 、
Jt
 

で として知ら訊るはかりでな

く、三kJI温泉に代表されるように、温泉県としても広くり<IIられている。

秋川県の公害は古く鉱1/1の聞発げ（平なう鉱宮から端を発し、たとえは米代）1|におけろ平企属呂

染、さらには昭和45｛・「以来県内の特定地域におしヽてカトミウム呂央米が倹出されろことfJ.と万あ

きらかである，｝

しかしなから水質汚濁防止法の制定紅より稼働鉱11 Iはらとより、体廃止砿11 1に対しても鉱害防

1卜の面からさまさまな対第かしよどこさ机、著しし＼改善をみてきた L-J

ー一方、温泉ても□1サ110)酸刊：河川の原li:lてある長）1|晶泉をはしめとし一ー（、筏）II温泉の（此素着、自

然汚濁か忍められている，＿，

そこで我々は昭れ1丘1鉗～54年に体尻仕鉱山及び庄内召地に点（「する温泉賃か公几用水域応りえ

ぶ杉臀を、 卜に〖□金屈（水銀）の［川から閲百をしたの Cそ 0)詰果を幸記与すろ

2 調査地点

凋責地点を図ー 1に小す，） •はお地点凸りは芦分析讐閏表の雷りと同地点［ある

3 試料採取

検水且採水現場で日的応），もして塩酸及ひ珀酸て訓仇即をして文験室に持号）贔った。

底閻試料は現J闊て 2nunり）フルイを迎し、ヒニー）レ袋に入れ土験室に門ち帰り、すりつふして試

料とした。

焦試料は昭和50年度閲塙）i有］，糾勿団による仰叫（り染（化物1り豪）凋凸分析方沈の誡料調整に（｛l

じ、二枚におろし可食部（内のみ、ー）を試月どしたっ

(I) 秋川県公古技術七ンター （ビ） 炒U1叫）秋田虹分析化学センター iJ I J¥/.{1秋田県秋且l

i呆健所 （4) 現在秋川虹I塁域保侃郎［矢侶薬事課 （り1現在秋川県］」［晶験場
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4 分析方法

水素イオン濃度(pH) :ガラス電極法

銅 (Cu),鉛（pb)'亜鉛 (Zn), カドミウム (Cd) :湿式分解、 DDTC-MIBK

抽出、原子吸光光度法

鉄 (Fe), マンガン (Mn), 砒素 (As) :湿式分解、原子吸光光度法

総水銀 (T-Hg) :石英管燃焼原子吸光光度法（金アマルガム法）

メチル水銀 (Me--Hg) :直接抽出、ガスクロマトグラフ法

5 調査結果

5-1 雄物川水系

雄物川は県内最大の河川で秋田県南端に源を発し、役内川、高松川、皆瀬川を合し雄勝平野

を北上し、平鹿平野で西馬音内川、横手川を合したのち仙北平野で丸子川、そして最大支流玉

川を合流し、流路を西に変え淀川、岩見川を合し、秋田市で日本海に注いでいる。

5-1-a 玉川合流前の雄物川

玉川合流前の雄物川水系の休廃止鉱山水閥等の分析結果を表ー 1、温泉の分析結果を表一

2、河川の分析結果を表ー 3に、また雄物川最上泣部十分ー沢付近に生息するウクイの分析

結果を表ー 7に示す。

分析結果から雄物川の最上流部にある院内鉱山の抗内水からは0.7~1.4ppb、役内川上流

の畑鉱山の抗内水から 0.5ppb、駒形黒沢川の上流の白沢鉱山の抗内水からは0.7ppb、床

舞川上流の松岡鉱山の抗内水からは0.7ppb、 ズリからは1.6卿の水銀が検出された。

皆瀬川上流の小安温泉郷、役内川上流の秋の宮温泉郷の一部の温泉水からは0.12~0.19.胴

の砒素か検出され、高松川上流の川原毛鉱山付近の強酸性湧出水 (PH1.3)からは 0.38胴

の砒素をはじめ 0.89隅の鉛、 0.025W馴）カトミウムカゞ検出されているつこの強酸性の湧出水

の影響で高松川は酸性河川になっており、高松川末端で年間を通じてPH2.9~3.9の値を示

している』）

また、十分ー沢付近に生息するウグイの水銀を昭和51年度に調査したところ、総水銀では

体長20cm以上のものでは 4検体中すべてが、 20cm未満15cm以上では27検体中21検体が、 15cm

未満13cm以上では 9検体中 2検体が0.4ppmえ‘以上の値を示している。

ちなみに、河川許魚介類には適用しないか参杓まで魚の暫定的規制値＇さと比校すれば、総

水銀 0.4pprn、メチル水銀0.3卿を越えたものは 5検体と少なかった。

※魚介類の水銀の暫定的規制値はマグロ類（マグロ、カジキ、カツオ）および湖沼を除く内水

面河川産の魚介類には適用しないことになっているが参考のために使用した。
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表ー 1 雄物川水系休廃止鉱川水質吟分析結果

貫水 系 休廃止 採取場所 採取月日 気温 水温
PH 

Cu 
鉱山名 （℃） びC) （声）

一^^＾ •^ m̂̂  -〒^ mm 

1 雄物川 院内鉱山 第 1坑口と沢水の合流点 51. 5. 10 17.0 8.5 7.8 

// 御幸坑坑内 51. 5. 10 15.0 11.5 7.2 

/9 十分—l 沢へ硫入する沢 I 51. 5. l 0 14.0 I 11.2 7.8 

2 畑鉱山 答炉流ノ点又沢とツブレ沢の 51. 5. 11 22.5 10.0 7.7 
I 

3 川原毛鉱山 湧出水 54. 8. 9 24.8 96.5 1.3 cヽ：：：r 〔)01
I m …~…~ m＾ふ—— □ し—- --r-”  

// 沢水 54. 8. 9 24.8 13.0 3.7 < 0.01 
4 ｝I 白沢鉱 111 坑内水 5 1 5. 11 24.0 16.5 3.5 

~-- l -

21.3i 5 松岡鉱山 坑内水 51. 5. 10 13.3 4.3 

// 排水中柑前 51 6. 7 I 3.6 
| ， - --ー一ヽ•-

l - ---

// 排水1|4口後 I り1. 6. 7 8.8 
I 

6 叫 沢 婉ヽ`日 冗ー 52. 7. 5 21.2I 17.2 3.0 0.01 

i ！ I I II // :「)tり-) 5. 2!) 14.5 65.7 :2.3 D 06 

// II 54. 6. 5 24.0 81.9 2.3 0.05 
． ＿  

ー：

-t- II 沢水 I り:~ 5. 2D. 14.5 10.8 2.7 り01
-------

II II s4. 6. s I 19.o 14.3 2.6 < 0.01 

1--I :＇ • |”  ” 
湯冗合侃後 I ＇ I 13.0 14.4 2.7 0 01 l'り3. 5. 2SJ 

i― 

II I 54. 6. 5 I 24.0 16.9 2.6 < o.01 

―7 ,_！, 9l 鎌足,9鉱 ll」
坑内 1 5 1 5. 19 8.2 

， 

沢 水 ,5 2 1 0 ・ 2 7 | 17.0 J 2.2 7.1 < U 01 

_I • ！・・ 日三市II鉱1甘

II s3. 9. 2s I 22.0 15.5 7.1 < 0.01 
------~ 

8 No. I lJt□ 丘1. 5. 1り 20.0 11.0 7.4 

II II 52. 10. 26 20.0 12.6 6.9 < 0.01 
I/ II 53 9. 28 20.5 12.2 7.1 0 01 

-- , _ 

II II I s4. 9. 2s 25.0 12.9 7.0 0.01 

1-- ’’ No. 2浣口 I 丘210. 26 20.0 11.0 7.1 「]01
・-' マ↑

II II 53. 9. 28 20.5 11.8 7.3 ヽ/、il.01

II II I 54 9. 26 25.0 12.4 7.1 < 0.01 
I II No. l + No. 2 + Noげ坑口 5'.~10. 2日 20.5 15.5 6.9 < Cl 01 

II II 

53. 9. 28 2231..5 0 I 15.2 7.2 0.61 
I - -

I日1. 9. 2lJ :.  I [6.Q 99 II 7.0 (l 60 
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Pb I Zn i Cd As I T -Fe T -冨NIn T-Hgスリ
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表ー 2 雄物川水系温泉分析結果

番 水系 lI温泉名 l， 
I 

気温 I水温 Cu 
号 採取均所 採取月日

びC) :（℃） PH (ppITI) 

9 雄物川 湯ノ沢温泉 湯ノ沢川の流人前 51. 6. 7 23.0 37.0 8.7 
-------

10 秋の宮温泉 閥ノ湯温泉 54. 8. 9 29.2 71.5 7.51 < 0.01 

II 稲住氾泉 54. 8. 9 29.2 62.Q I 36 く001 
i 

II 湯ノ又温泉 54. 8. 9 29.2 45.3 7.2 < 0.01 
9・ -・ • 

11 泥湯温泉 奥山旅館（薬師凰呂） 54. 8. 9 28.0 I 50.5 4.4 <0.01 

II I II （岩風呂） 54. 8. 9 
28.0 I I 口］ <0.01 

＇ / :  54. 8. 9 28.0 < 0.01 
I 

154. 8. 9 28.0 69.0 2.2 I < 0 01 

12 小安温泉'鶴泉荘 | 54. 8. 10 29.0 68.5 7 7 < 001 

” 多郎衛旅館 i 54. 8. 10 

--―←  - l -

29.0 80.0卜 8.8 <0.01 

I 1 玉 川温泉大噴 51. 5 18 
！ 

13 19.0 89.0 1. I 

I/ II 52. 7 5 22.7 Y8.0 1.1 く001 
＇ 

-- -

―-III  

--~--

II 53. 5. 29 18.0 90.0 1.2 < 0.01 
l —~ ―I 

1.1| < 0 ()1 II 

I 
// , 53. IO 30 6.0, 92.3 ! 

II I II 54. 6 5 22.0 89.3 1.り く001 
， ； 

,， - --

II 冷水沢 52. 7. 5 22.7 24.1 2.5 < o.01 

＇ 
~--

II II , 5 3．丘 29 18.5 8.0 6.2: < 0 0 I 

II II 53. 10 30 7.5 6.5 3.6 く001 
I ------ —— し一— - - ---• 

II 
1各務沢 52. 7. 5 22.7 29.3 2.5 く0.01

＇ 
I/ 

I ‘’ 53. り29 18.0l ' 20.7 6.9 く0(]l

,,” -i 
II 53. 10 30 7.0 26.7 2.9 < 0.01 

-- - - ー・ ・ ~•一~． ―― l― | ~ ~ 

II 54. 6. 5 24.2 i ¥ 26.6 6.9 < 0.01 

i 
9/ I I ！善助沢 52. 7. 5 22.7 [ | 1. 9 0.01 

” II 53. 5. 29 18.0 1 0. 3 l 3.2 < 0.01 
_, 53. 1 ~- • 

―`― 疇•-―-- Lー・—

I II II 0. 30 6.0 12.41 2.4 j < 0.01 

l I/ II I 54. (i 5 ど2.0 11.6 : I 3.1 I < 0 Cll 
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Pb Zn Cd As T-Fe IT-Mn T-Hg 
T温-泉Hi:沈咽殿叩物ry 流入する河川名（胴） （胴） （闘） （卿1) （卿）（卿）一 (ppb) 

< 0.5 湯ノ沢川→雄物川

< 0.05 < 0.01 <0.005 0.19 < 0.1 0.09 < 0.5 役内川

< 0.05 < 0.01 <0.005 < 0.02 0.1 <0.05 < 0.5 II 

< 0.05 < 0.011I・ <0.005 <0.02 < 0.1 0.17 < 0.5 II 

ー←
< 0.05 < 0.01 くこ0.005 <0.02 0.5 く005 < 0.5 II 

I 
< 0.05 < 0.01 <0.00.5 i ！ 0.04 < 0.1 0 81 l ！ 

2.0 II 

< 0.05 0.02 <0.005 < 0.02 6.3 0.09 < 0.5 II 

< 0.05 < 0.01 <0.005 く0.02 14 0.28 < 0.5 II 

< 0.05 0.03 <0.005 0.12 < 0.1 <0.05 < 0.5 皆瀬川

く 0.05 く 001 ぐ0.005 0.18 < 0.1 < 0.05 < 0.5 /I 

； 

I 
12 8.7 渋黒）1［→エ川

--

1.0 1. 3 0.022 1.3x 102 2.2, 6.7 II 

-- ··~ - --- - ー一9 ~ 

1.5 1.6 0.029 1.5x 102 2.0 < 0.5 6.3 II 

1.9 1.5 0.031 < 0.5 II 

1.4 1.7 0.022 3.5 1.5x 102 1.9 < 0.5 II 

く 0.05 < 0.01 <0.005' 4.5 </、.0.05 0.7 0.05 /I 

ートヽ一— ― —--- ・- ．~ー·- ・-・ 

く 0.05 0.06 、`ご‘/0 * 00 5 0.2 ペ:0.05 ご（）．5 0.07 II 

ヽ—-

く 0.05 < 0.01 く0005 くり．5 II 

， 
＇ 

< 0.05 0.03 く0.005 21 < 0.5 
： 

0.52 II 

< 0.05 0.04 く0.005 0.5 0.18 く 0.5 0.02 II 

< 0.05 < 0.01 く0.005 0.6 II 

< 0.05 < 0.01 く0.005 < 0.02 0.4 0.21 く ().5 II 

o 14 ！ l<o.oos 
-- -

0.18 13 ， I 0.3Ei 0.7 II 

< 0.05 0 07 ペ、0005 1.7 り(J呂 0.5 3.0 II 

-- —·--・-- ――?―-- ： 
l 

< 0.05 < 0.01 <0.005 1.8 i 
II 

< 0.05 < 0.01 <0.005 <0.02 0.9 <0.05 く 0.5 II 
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屑水系 温泉名 採取場所 採取月日
気温 水温
（℃） （℃） 

14雄物川 鳩ノ湯温泉 湧出水 51. 5. 18 20.0 21.0! 

II I II 
I 53. 5. 29 15.5 58.6 

II II 53. lり31 12.0 57.9 

15 1 
--ti;く温泉 湯元 I 53. 6. 28 26.0 62.8 

／／ I/ 54. 6. 5 25.0 61.7 

—+ | 
^̂  ̂  

II 湯元Il 53. 6. 28 I 26.0 I 61.5 

1

1
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0
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．

 

0

0
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0

0

 

．

．

 

7

7

 

l6 I I黒湯温泉 I陽元I I 52. 7. 6 I 21.7. 57.0, 
| 

-···._..,,.~t-- .,--·I 

" I II □ 6. 2826.0 58.5 

11 I 11 54. 6. り 22, (l |61. 1 

~---+----1-I ]`` -53 6.28三43.7一

1-----+---- —二＇／竺C 5 2:0 46.B: 

II 沢水 53. 6. 28 I 26.0 I 14.4 

17 I I蟹均温泉 I （ヽ易元 ，り2. 7. り 21.2 I 53.CJ 

0

ーロ

□。<
-
0

67

ロロ紅
4

2

4

3

:

|― I ― ＿ ロ

I 53. 6. 28 ~5 口61.0 I 8.0 < o.0 1 
II II 

／／ 湿 二＜混人 53. 6 2呂 26,ロー -- 7.3 I I < 0_.01 , 

-18 | I鶴ノ湯 湯 52. 7. 6 21.2 6.3 t < 0.Dl 

II I II Iり3. 6 2り|245 I 59.6 1 6.4 <: 0.01 

” I アルカリノ珈 1 52. 7. 6 1 21.2 | 61.5 1 6.81 < o.0 1 

// I // Iり3. 6. 28 I 24.り 61.8I 7.0 ! < 0.01 

ローーニこし元 54. 6.6 22.038.5 6.3 <o.01 

--t---— II Ii尺水混入前 口い 18□_」匹 7.6 凹
” 恥九下の温泉 |54. 6. 6 j 17．8 I 32.0 j 6.7 ご 0.01
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Pb Zn Cd As T-Fe T-Mn T-Hg ー： 温泉沈殿物 流入する河川名
(P陣） (P皿） （胴） (PPlll) (PJllD) (P皿） (ppb) T-Ii涌lll)dry

I 

I 

< 0.5 玉川

<0.05 0.02 く0.005 < 0.1 <0.05 < 0.5 II 

<0.05 < 0.01 く0.005 < 0.5 II 

<0.05 0.01 く0.005 0.4 0.16 1.2 先逹川→玉川

<0.05 < 0.01 く0.005 0.10 < 0.1 0.18 <0.5 II 

< o.5 8.0 II 
， 

I | <o.os < o.01 <0.005 0.4 -(0.05 < 0.5 48 I 
II 

， 

<0.05 0.01 <0.005 0.1 <0.05 < o.5 II 

<0.05 < 0.01 く0.005 <0.02 0.3 <0.05 <o.5 II 

I i <0.05 < 0.01 く0.005 0.1 <0.05 <o.＿s ゴ1 
23 II 

<0.05 < 0.01 <0.005 <0.02 0.1 <0.05 <o.5 II 

<0.05 < 0.01 く0.005 < 0.1 <0.05 <0.5 II 

<0.05 < 0.01 <0.005 < 0.1 <0.05 <0.5 II 

<0.05 < 0.01 く0.005 0.1 <0.05 <0.5 II 

<0.05 < 0.01 <0.005 0.1 <0.05 < 0.5 II 

――̀ 

<0.05 0.02 0.008 0.4 l.1 く05 0.12 I II 

I 

<0.05 < 0.01 く0.005 0.4 0.09 <o.5 II 

く0.05 < 0.01 0.008 < 0.1 0.07 <0.5 0.12 II 

<0.05 0 01 <0.005 0.1 
！ 

0.08 < 0.5 0.02 II 

！ 

<0.05 < 0.01 <0.005 <0.02 0.1 2.0 < 0.5 II 

<0.05 < 0.01 <0.005 <0.02 < 0.1 <0.05 <0.5 II 

<0.05 0.03 <0.005 く002 1.0 1.9 く05 ： 
II 
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表ー 3 雄物川水系河川水分析結果

番
水系 1河川 名 採取場所 採取月日

気温 水温
PH 

Cu 
可ロ （℃） （℃） ．^（胴）

20 雄物川 湯ノ沢川 温泉より下流 51. 6. 7 23.0 13.5 7.4 
・-・  

21 雄物川 小野（岩館橋 ） 51. 6. 7 24.0 I 23.0 7.2 

22 役内川 J 11 井 橋 51. 5. 11 22.5 11.5 8.0 

23 高松川 戸 平・ 橋 51. 5. 10 15.0, 14.l 3.5 

24 ！皆瀬川 公仁 橋 51. 7. 28 30.0 27.0 7.3 
・-・- 1----・- - - l ← 

25 II 滝ノ原発電所 51. 7. 27 31.0 39.5 8.2 
^-

26 II 菅 生 橋 51. 5. 11 24.5 13.0 8.1 
I --

27 羽後大戸川 JI I 原 橋 51. 5. 10 19.51 17.6 7.6 
1 

28 雄物川 I今 泉 梧 51. 5. 1 7 1s.o I 14.0 7.6 
l 

15.o I 
29 丸了川 鞠—f川橋（／叶限） 51. 10. 14 

13. 丁7.2 

30 渋黒川 叫沢合流前 53 5. 29 13.o I 8 7.0 < 0.01 
9 → I --9- - - - - ． 

31 II 五 十 曲 52. 7. 5 
9 し 22.1 18. 2.6 < 0.01 

l - ---

II II 53. 5. 29 13.6 12.41 3.2 < 0.01 
1.---- -• 

/9 II 54. 6. 5 20.7 13.2 6.9 < 0.01 | 

32 I 1大 深川 五 I 曲 53, 5. 20 13.6 : 10.3 7.0 <o．りl|＇ 

33 柏ノ湯 51. 5. 18 20.0 11.0 4.0 
I 

II 53. 5. 29 15.5 12.0 I 5.0 く 0.01
I l -----―  I 

10.0 ー I,. ・ 5.4 II 53. 10. 31 12.0 < 0.01 
I 

I 
I 

34 玉JII台流前 5 1. 5. l S 18.0 i 11.0 7.6 
I 

II II 53 5．□ （：） 13.3 I 1 0. 3 6.7 < 0.01 

I II /I 51 6. Cj 
`)2 5 l l 

18.5 7.0 < 0.01 

I玉

•/ ~ 

35 JII 玉 JII 大 橋 51. 5. 18 11.0 4.3 
← ~ ;—- - r--

II II 53. 5. 29 14.0 13.0 4.1 < 0.01 
一- ー9・・

36 II 玉 JII 部 落 53. 5. 29 13.4 12.l 3.7 < 0.01 

37 先辻川 蟹場温泉下流 52. 7. Ci 21.4 15.6 6.1 <、::、 0.111

II II 53 6. 28 2s.o I 17.2 6.5 </ 0.() ] i 
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Pb Zn ！ Cd As T-Fe IT-Mn I T 謀〖 底質
流入する河川名

（胴） (『ID) (PPID) （胴） (PPID) (PP皿） （ T-Hg(ffllll)dry 

< 0.5 0.02 雄物川

< 0.5 0.07 

< 0.5 く 0.01 雄物川

< 0.5 0.03 II 

< 0.5 II 

< 0.5 II 

. -・ 

< 0.5 ／ヽ

0.7 0.06 西馬音内川

< 0.5 0.06 

< 0.5 ， 雄物川
！ 

<0.05 <0.01 <0.005 < 0.1 <0.05 べ:0.5 0.13 玉）ii
9’ヽ 町一V-- - -~ ^·~ ! 

く0.05 0.10 <.0.005 7.2 0 45 <り．5 II 

---

！ 
< 0.05 0.08 <0.005 3.8 I り．28 ご 0.5 く 0.01 II 

< 0.05 <0.01 <0.005 <0.02 < 0.1 <0.05 < 0.5 II 

0.90 0.02 く0.005 0.1 く0.05 く 0.5 0.54 玉 川

く 0.5 0.05 
: --- ----"-- --・・ 

< 0.05 0.02 <0.005 < 0.1 くり05 < 0.5 0.01 I 
•• -••• ・ ---

< 0.05 <0.01 <0.005 I ィ‘/'{l.5 

I ： - - -
I ， 

＇ 
0.5 0.04 -E I I | 

< 0.05 0.01 く0.005 < 0.1 <0.05 < 0.5 く 0.01

< 0.05 0.01 く0.005 <0.02 < 0.1 <0.05 く 0.5

0.7 0.15 
--

< 0.05 0.02!I く（）005I 0.7 0.07 ，，／ 0.5 
I 

0 03I 1 '<---0-.--0-05 -

,—~ 

< 0.05 0.7 I 0 08 ＇`、9、: 0.5 0.02 
-一 -』·~疇,----- --疇--

<0.05 く001 く‘0005I t , < 0.1 IJ 05 < 0.5 ］玉川
I 

< 0.05 <0.01 <0.005 0.2 <0.05 < 0.5 
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口川名採取場所

38 雄物川先達川 I先達JII 橋

採取月日

51. 5. l8 

II 
II 52. 7. 6 

悶己
20.0 I 11.5 

1̀ 15.0 

II 
II 

// 
II 

PH ヽ
~

urn p
 

C
C
P
 

53. 6. 28 I 26.0 I 16.6 
．^ 

54. 6. s I 21.2 I 14.6 

39 生保内川 I玉川合流前 I51. 5. 18 I 22.0 I 14.2 

40 玉 川 I神代発電所 I51. 5. 18 I 20.5 I 12.5 

6.7 

6. 5 □ °.0 1 

7.3 I < o.oi 
6.7 •. < 0.01 

| 
7.2 

6.4 
l -

41 松木内川i中 戸 尺
、

1

II II 54. 9. 26 I 27.0 I 16.8 

42 浦子内川 I浦子内 橋 I52.10. 26 I 19.51 15.6 

II II 

43 堀内沢）l，1堀

橋 52. l 0. 26 

内

15.0 14.2 

54. 9. 26 I 26.0! 18.8 

橋 52. 10. 26 21.5 13.8 

7.2 I < 0.01 

7.5 I < 0.01 
7.7 I < 0.01 □五
7.8 I < 0.01 

II II 7.4 I < 0.01 
44 

45 

桧木内川 I細

II 吉

野
一
田

54. 9. 26 I 27.0 I 17.1 □l. S.191 18.0I 11.0 7.5 
1 : - l -~—| 

46 相内沢川 I馬

2

0

 

．

．

 

5

1

 

1

1

 

0

0

 

2

7

 

2

1

 

8

9

 

2
l
1
 

．

．

 

9

5

 

3

1

 

5

5

 

柏
＿
橋

~0.01 

7.4 

II 

’’ 52. Jo. 26 I 20.5 1 4口 2__ ~ 
l_ _- --―ーピ

’’ I II 54. 9. 26 27.0j 16.5 I 7.5 I < 0.01 
| '  

47 潟尻川 Iこさんじ橋 Is2. 10. 26 I 20.9 I 13.7 7.2 I < o.oi 
II II 

！ 
53. 9. 28 I 22.0 I 16.2 7.3 ぐこ 0.01 

I 

-- -- | - -| | ----- l,___,  

// II 54. ~J 26 I 25.5 I 17.4 7.4<、:0.01 

48 

49 

桧木内川！鵜の崎橋 Ist. 5. 19 I 23.o I 15.0 

人見内川 I人見内 橋 I51. 5. 19 I 22.01 21.0 

II II 52. 10. 27 : 17.5 I 14.5 
ー一

7.3 

7.3 
.. 

7.5 I < 0.01 

50 玉 川 I玉

II 

JII 

’’ 

橋 I51三~ 18.21 12.2 

5 3. (l. 2 91 1 7. 7 1 7日

7.6 

6.5 i ・、9/0. 0 1 
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Pb 
（胸）

Zn l Cd As'T-Fe |T-Mn T-Hg底 質 流入する河川芦□ (P皿） （『P皿） （障），（P間） （ppb) IT-Hg(PP恥dry

----̂̀-t- ! | 0.7i 007 < )1|

0.1 I <o.osl <o.s 1 
II 

0.1 

0.7 

5

5

 

．

．

 

0

0

 

v
¥
I
V、

5

7

 

O
C
l
 

.

.

 

0

0

 

II 

II 

0.07 : // 
| 

0.02 

O l l 

二□□□ーニ川→エ）11

--- i <:o.0051 < o.02 1 / ().̀-[ 

I 0.5 

-] _ osiご05 

’ .  

<0.005 

口
ぐ0.0051

□q：：： 
: Cl.08 

ー ・

II 

9/ 

玉 lII

II 
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5-1-b 玉川水系

玉川水系の休廃止鉱山水質等の分析結果を表ー 1、温泉の分析結果を表ー 2、河川の分析

結果を表ー 3に、また桧木内川鵜ノ崎橋付近1こ生息するウクイの分析結果を表ー 7に示す。

玉川は我国有数の酸性河川であり、奥羽山脈大深岳に源を発し、国立公園八幡平等の渓流

を集め、五十曲地点で強酸性の渋黒川を合し酸性河川となる。その後、小和瀬川、先達川、

生保内川、桧木内JII、人見内）1|等の大小の支{fgを合し、仙北平野を流下して大曲市の郊外て

雄物川に合流している。

玉川の酸性河川のI凩因である渋黒川上流には我国の温泉の中でも特異な泉質として全国（こ

知られている玉川温泉がある。その中で最大の湧出量をほこる大噴は毎秒 140f、 PH1.1、

温度98℃、塩酸含有鼠0．条屯．4飴、硫酸イオン 0.14，もとなっている。I),2)それのみならず、熱

水には3.5胸の砒素、1.0~1.9帽の鉛、 130~150 ftlITIの鉄等の重金属が含有され、混泉沈殿物

には6.3~8.7P脚の水銀が検出された。付近には哨出孔がいたるところにみられ、これらが各

務沢、善助沢、冷水沢の沢水と合し、一方、休廃止鉱山である叫沢（第2王Jll鉱山）の底質

からは1.3P皿の水銀が検出され、 10~32P陣の鉄を含有する PH2.3~3.0の強酸性熱水が湧出

し、これらか渋黒川を経てド川本流へ注いている。玉川本流へ合流する直削の五十曲付翫て

は通常 PH2.6~3.6の値を示してしヽるが、 1可Ill水からは鉄が5ppm前後検出されるのみで、水

銀、鉛、砒素、カドミウム等すべて問頗となるような濃度は認められておらず底質中の水銀

も0.01P脚となっている。その下流玉川の環坦晶査地点である岩瀬橋におしてもPHは5.0~6.9

と若干酸性を示しているが、重金属〔カドミウム、鉛、クロム (6価）、砒素、水銀〕はす

べて環境基別以下となっている。I)

なお、現在—l了］ II温泉では石灰中和処理が行われている。

先達川上流には乳頭温泉郷かあり、孫六温泉の温水から1.2ppbの水銀か検出され、黒拗

温泉の温泉沈殿物からは48PPmの水銀が検出された。

桧木内川上流には休廃止鉱山群があり、我々が調査した鎌足鉱山の抗内のたまり7似）屯ら 0.5

ppb、底質から7.9節の水銀か検出され、入見内JI［土流の日口市鉱山でiよ拭内水から1.2~

8.3 ppbの水銀、 0.6P陣の銅が検出された。

また桧木内川鵜ノ崎橋付近に生息するウクイの水銀を昭f051年、昭和53年、昭和54年の 3

回調査した。昭和51仕の調査ては体長20cm未満15cm以上のものでい12検体中 4検体力ゞ 0.4ppm 

以上の値を示したが魚の暫定的規制値以上のものは 2検体であった。体長15cm以下13cm以上

のものは18検体調査したが 0.4胴を越えるものはt]かった。

昭和53年の調査では 0.4p陣以上のものは31検体中 1検体（体長20.5cm)のみであった。

昭和54年の渦査では体長 27.0cm以下20.5燻以上のものでは11検体中 5検体、 19.5ば以下14
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C1/I以上のものでは20検体中 4検体が 0.4卿以上の値を示したが、魚の暫定的規制値以上のも

のは 5検体であった。

5-2 米代川水系

米代川は秋田県の北部を流れ源を岩手県の北西部四角岳、高倉山の連嶺に発し、秋田県に入

り熊沢川を合し、十和田付近で小坂川、大湯川を合し、大館付近で犀川、長木川、鷹巣付近で

最大支流の阿仁川、ニッ井付近で藤琴川を合して能代平野を流れ日本海に注いでいる。

米代川水系の休廃止鉱山の分析結果を表--4、温泉の分析結果を表ー 5、河川水の分析結果

を表ー 6に、また阿f：川の阿仁合付近に生息するウグイの分析結果を表ー 7に示す。

米代川上流は古くから鉱山地帯として知られ、確認されたもので約 150ケ所の休廃止鉱山群

があるばかりでなく、現在も 8ケ所の鉱山か稼働している黒鉱の宝庫である。特に北鹿地帯

（小坂町、鹿角市、大館市、比内町）だけで秋田県の休廃止鉱山の半分（約49%)を占めてい

る。3)

米代川上流には現在稼働中の花輪鉱山、熊沢川上流には小割沢鉱山、田ノ沢鉱山の休廃止鉱

山等がある。我々か調査した小割沢鉱山のスリから5.8胴、抗内底質から 0.17~11陪の水銀が

検出されている。大湯川支流の安久谷川上流にはイヽ老倉鉱山、来満鉱山砕の休廃止鉱山が、小

坂川上流には銅を主体としている非金属鉱山の小坂鉱山、古遠部鉱山、相内鉱山が現在稼働し

ている。しかしながらこれら下流の大湯川、小坂川の環境調査地点である古川橋（大湯川）、

大地橋、御山橋（小坂川）ではカドミウム、鉛、クロム (6価）、砒素、水銀が環境基準以

下 1)であり、問題になるものは認められなれない。

犀川上流には大葛鉱山、蒲田鉱山等の休廃止鉱山があり、阿仁川上流には阿仁鉱山、佐山鉱

山等の休廃止鉱山がある。佐山鉱山の沈殿池の底質から0.14胴の水銀か検出されたのみで問題

はないと思われる。

また八幡平には後生掛温泉、澄川温泉、 トロコ温泉、銭川温泉等の温泉群かある。後生掛

温泉、澄川温泉などのように PHが2.1~3.5と低い温泉もあり、これらが流下する熊沢川は河

川が酸性化しており、志張温泉下流で PH4.3を示している投 銭川温泉、 トロコ温泉の湧

出水には各々 5.0~5.4P皿、 4.2ppmの砒素が含有されており、これら温泉水が流下する熊沢川上流

の河川底質からは高濃度の砒素や水銀が検出されている。4)

一方、阿仁川の阿仁合付近に生息するウクイの水銀を昭和52年に調査した。体長20C111以上の

もの 5検体中 1検体 (27.6C1II)のみが0.4飼以上の値を示すのみで20C111以下の31検体中にも0.4

膠以上の値をホすものはなかった。
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表ー 4 米代川水系休廃止鉱山水質苓分祈結果

贋水系 l I 休廃j卜＾ 採取坑祈
1気温 1/]く温

P H 
Cu 

鉱山名 採取月日 げC) （℃） (pp皿）

51 米代川 小割沢鉱山 坑内浸透水 51. 6. 2 19.0 13.5 8.1 

‘’ II 53. 10. 31 9.0 10.5 6.9 0.01 

99 II う4. 5. 3o I 16.0 l 9.8 6 8 < 0 01 
＇ ~一

II ズリ浸透水 53. 10. 31 9.0 9.7 6.8 0.04 

II II 54. 5. 3o I 16.0 12.4 7.9 0.03 

’’ 沢水 53 10. 31 9.0 8.9 G.5 < 0.01 
～ ＾ 

II II 54. 5. 30 16.0 9.8 7.5 < 0.01 

52 不老倉鉱山 坑口跡 No. 1 51 7. 22 I 7. 1 
ー•9- -;‘-• ̂ ・-1  l ··— 

’’ ’’ No. 2 51 7. 2 2 ;cJ ~こ) 
""""  

53 佐山鉱山 坑内 52. 4. 20 12.0 14.4 6.9 

II 沈隈池 52 5. 17 10.0 8.0 6.9 

54 阿仁鉱山 事務所跡上流 召2 5. 17 11.0 I 8.0 6 9 0 CJ 1 

II II 坑内 52. 5. 17 11.0 7.5 7.2 0.01 

I 
II 稼働、休廃止鉱山7k合流後橋下 5げ 5. 17 11.5 8.0 6, [) 0 02 

55 大宝鉱山 坑内 52. 5. 17 10.7 ! 13.0 6 0 () (]6 

II 滝下 52. 5. 17 10.7 9.2 7.3 < 0.01 

表ー 5 米代川水系温泉分析鈷果

口 名採取場所採取月日阿℃巴［亨□pH 畠＿
56 I米代JII 後生掛温泉 湯一元 54. 5. 31 19.0 名4.0 2.5 < O n1 

57 澄川温泉湯の滝 54. 5. 3l_-l― 19.5 64.2 3.6 < o.01 
II 鉄の渇 54. 5. 31 I 19.5 I 72.3 I 2.1 I< 0.01 

~+--------+--

58 

59 

60 

5 4, 5. 31 1 9. 5 ＿丘7．0 3. 5 0, 0 4, 

5 4.5. 3 1 1 9. 5 53. 6 3. 2 < o. 0 1 

5 1.6. 2 2 2. 3 4 5. 0 2．砂

II 湯元No.3 

り『川／I温泉 1冨：：： 
// 1 " I 54. 5. 31 I 19.0 I 4[i.5 I 2.!Jく 0・ () 1 

” 湯元No.2 I 54. 5. 31 I 19.0 I 31.0 I 3.2 I< O.Dl 

トロコ温泉 しゃくバげ荘 日4. 5. 30 I 16.o I 67.8 I 7.fi I< 0.01 
――i―,  ---•一

1銭川、温泉湯元 No.l I :jJ 6. 2 1 22.3 I 67.6 I 7.6 

,, I 11 I 54. 5. 30 I 16.0 I 96.0 I 8.3 I< 0.01 

” 湯元 No.2 5,1. 5.30 1 6.6 8 g.0 8 1 I く[),[I l 

-6| [ 1心張益泉湯元 □1.6. 2 21.5 44.5 gり

,, I,, B I 54. 5. 30 I 16.0 I 3 7.5 I 8.5 I < o.o 1 

,, 1,,  C I 54. 5. 30 I 16.0 1 1Ci.4 I 8.5 I< IJ.111 
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Pb Zn Cd As T-Fe T-Mn T-Hg 
Tズ輯リ及(]l研PID)底dr賀v 流入する河川名(PP皿） (ppm) (Ppm) (Ppm) (PPIIl) (ppm) (ppb) 

< 0.5 1 1 夏井川→熊沢川
---------------

0.05 2.2 0.005, く.0.5 0.17 II 

<0.05 0.06 < 0.005 ! <0.02 1. 6 0.25 < 0.5 ／／ 

0.08 1.0' 0.006 ： ; < 0.5 5.8 ／／ 

0.11 0.87 < 0.005 < 0.02 0.7 0.11 < 0.5 II 

< 0.05 < 0.5 ／／ 

< 0.05 0.01 < 0.005 < 0.02 <0.1 <0.05 < 0.5 II 

< 0.5 安久谷川→大湯川
l -― □• 

< 0.5 ’’ 
i < 0.5 阿仁川

く 0.5 0.14 FF 

·~--
<0.05 <0.01 < 0.005 <0.1 <0.05 < 0.5 0.04 II 

く0.05 <0.01 < 0.005 <0.1 <0.05 < 0.5 // 

く0.05 0.02 < 0.005 0.1 <0.05 < 0.5 II 

<0.05 0.35 < 0.005 3.9 2.2 < 0.5 0.01 II 

<0.05 < 0.01 < 0.005 0.2 <0.05 < 0.5 0.01 ‘’ 

Pb Zn Cd As T-Fe T 証 1 i T Hg 
流入する河川名

（胴） （即） （卿） （胴） （胴） (ppm) • (ppb) 
“--

< 0.05 0.03 < 0.005 0.02 1 8 2.0 < 0.5 赤川→熊沢川

< 0.05 0.03 く0.005< 0.02 3.2 1.2 < 0.5 ’’ 
< 0.05 0.10 く0.005 0.02 29 0.07 < 0.5 II 

< 0.05 0.08 < 0.005 < 0.02 2.1 2.6 < 0.5 ／／ 

< 0.05 0.07 く、 0.005{ベ::: 0.02 3.2 2 2 ご: 0.5 ’’ 
I ; < 0.5 ’’ 

< 0.05 0.03 < 0.005 0.15 2.2 : ()40 ¥ // 0.5 
‘’ 

0 28 : < 0.5 
．` 

< 0.05 0.02 < 0.005 0.07 1.4 ’’ 
< 0.05 < 0.01 < 0.005 4.2 < 0.1 < 0.05 < 0.5 熊沢川

< 0.5 ／／ 

< 0.05 < 0.01 < 0.005 5.0 < 0.1 <0.05 < 0.5 ‘’ 
< 0.05 < 0.01 < 0.005 5.4 0,2 < 0.05 < 0.5 ‘’ 

< 0.5 ’’ 
< 0.005 ;I — 

へ―

< 0.05 < 0.01 0.69 < 0.1 ィ'、/、()() 5 < 0.5 99 

< 0.05 < 0.01 ＜こ 0.005 0.57 < 0.1 I< 0 IJ5, < 0 5 ‘’• 

r
)
 

~
 

~
_
~
 

(~ 
.

.

 



表ー 6 米代川水系河川分析結果

胃水系河川 名 I： 採取楊祈 採取月日
気温 | 水温l l C l1 

i C°C) （℃）pH(wm) 

62 ［―米-代川 1I→ 熊沢川赤川温泉•一＾下流一ー←，．． 51. 6. 2 22.3 r 14.2 5.3 

63 ” ＇赤川橋 154. 5.31 20.5 I 12.5 1.0 I< 0.01 

64 熊沢川 銭川温泉上流 I 51. 6. 2 20.0 I 13.s 4.3 I i 

65 志張沢 志張温泉下流 51. 6. 2 -2 -1. 5 | 1 4. 2 4. 7 -l I 
• m m,••^ mm 

"'し"”"~, rふ"mmmT,m 

| 

66 樫 内川 林崎 I 54. 5. 30 ヒー← 16.0 j ＾^ 11.4 ＂I ― 7.5 < 0.01 

I s3. 10. 30 
I | 

67 1水 沢川 小割沢 10.0' 9.7 6.7 < 0.01 
と●』—- -m m~ 

巴 12.5‘’ II 54. 5. 30 7.2 < 0.01 
← -.^  

68 夏 井 川 夏井橋 51. 6. 2 19.5 17.0 6.8 

69 熊沢川，林鮪 54. 5 30 16.0 

□12.11 □ 6.8[<001 

ヽ~

- -- 「-mーマ—- - -1 
70 夜明島川長内橋 51. 6. 2 18.5 

71 熊沢川長峰橋 54. 5. 30 20.0 

72 米代川 八幡平橋 51. 6 2 20.9 
I 

17.0, l 7.7 
------

-大紺”• 川

II 51. 7. 23 31.5 20.3 7.3 < 0.01 
： 

73 米満橋 51. 7 23 '.29.0 18.0 7.Q I 

74 米代川 1神田橋 51. 6 3 23.0 I 9.0 7.5 

-~ I /／ ＇” -一一
51. 7. 22 25.0 21.8 7.1 < 0.01 

75 下内川 花岡）1|との合流後 51. 12. 3 5.5 1.0 I 7.0 l 

76 米代川 負中橋 51. 6 3 24.7 
20.s I ＇ ． 7.6 ． IL< 0.0-1 - -.  ,. -~— --

77 阿仁川 萱草橋 52. 5. 17 10.0 7. 8 | 7. 3 
l ー “

9.0 l 78 ／／ 巌瀬測水所 52. 5 17 10.7 7.7 < 0.01 

79 小又川 平里梧 52. 5 18 7.0 7.0 8.1 < 0.01 
~-~-

' ， 

80 米代川富根橋 151. 6. 3 19.8 19.0 6.6 

6.8 I< 0 ()] i ” 『/ I/ 1 5 1. 7 2 2 25.3 21.6 
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Pb Zn 
Cd 信」T--Fe i Tー 油 T-I旭 1底 •一偲甕―質甘yI| ' 流入する河川名

(PPID） (pp肛） (PI1回）ーヒ0_ __(Pprn) (pprn) (ppb、)-l-T—□-H g

0.5 I l.] I米代川

0.02 0.5 I 
II 

< 0.5 0.22 I 
II 

く05 0.24 1熊沢｝II

0.02 0.2 II 

0.0051 夏井川＞熊沢川

く 0I II 

―

-
□
”

I

I

-

ロロ

L

'

-

―

ー

1

長木川

I―-- -- 1 くり丘 1 0 (] l―•一--
:・- 1 9 [ : ,_  _ 

I <: °匹ーニく~o:_~os_(--1--~} ＼へ 005 0 5, 1 米代JI I 
―- ------・ •一・—―- -• • ̂  •• - -L  

。。口□[I・ロ□□ーロ--_Ji汀｛川

＇ 

< 0.5 ; 0.02 I 
--, _ __ _l. ----- L___ 

I.  I < 0.5 
l 

102 



表ー 7 ウグイ分析結果

調査水域 魚種名 I 調査年度 I 体 身 I体

(cm) 

重 1 検体

(9) 

雄 物 JII 水 系 ウ ク イ 昭和51年 21.5~20 5 I 188.7~160.6 
十分ー沢付近

I 19.5~150 I 146.7~55.1 

14.5~13.o I 52.5~39.0 
l ← 

雄 物川水系

桧木内川鵜ノ崎橋付近

ウクイ I昭和51年 20.0~15.0 110.6~46.3 

＾ 占

4ト
(] 4 

$ 6 
27 I 

全 21

() 5 
91 

Sf 4 

12ピニ 1 

-::: 1 2 ， 
] 4. 5 ~ ]3.0 

l -

昭和53年 20.5~15.0 口
8
i

,

 

oi

o
 

3

5

 

~

t

~

 

7J

.

4

 

0

1

 

4

3

 ー

I 
14.7~ ]2.0 I 57.2~25.7 

昭和54年 2 7.0 ～どo.s I 287.o~114.0 

I 

19.5~14.0 I 117.4~31.9 

トー - l - l -

米 代川水系

阿仁川阿仁合付近

ウクイ I昭相52年 I27.6~20.0 I 37り．8~ 120.6 

I 19.8~15.3 I 143.o~47.7 

14.9~12.6 I 51.9~28.8 

;r; 17 
25 I'・・} 

!?- 8 

11←, o 7 

羊 4

3 8 
20 I 

!?- 12 

ーロ
!?- 3 

o 14 
21トー ＿ 

し;) 7 

8 5 
1 o I 

呈 5

※ T-Hgで 0.4p皿以上であるがMe-Hgを分析していない。

T-Hg、 Me-Hgとも湿重量当りの濃度である。
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T Hg 
(P抑低） 1 I T -Hgで0.4ppm T~Hgで 0.4P仰以上で

以上の検体
Me --Hgで 0.3ppm 
以卜.の検体平均 百国J i 低

0.93 0.56 4 3 73.2 74.7 71.2 

， 

0.68 0.32 21 2 73.5 ！ 76.4 65 5 

0.78 0.30 2 

l゚ 

77 2 I 
皇

71.7 

:、 ？ 
81.4 0. 5 4 | 0.06, 4 卜，、―·—--• --• ---•i 2 84.0 79.4 

干勺

0.37' 0.08 o I、| 82.0 84.1 80.9 

1.5 0.18 7 6, 5 76.1 

0.39 O.l 0 770 75 7 

,i) 

2 71 7 75.7 66.6 

内
3 73.2 80 4 59.9 

！ 
！ I ， •--

0.59' 0.08 ＊ 77 8 81.1 

. --

o.33 I 
0.03 ， 0 -l~ -~ <ヅ~ r ~ - ~一 口-」-78.7

82.6 

0.16 I 0.01 0 i 76.8 79.2 
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6 考察

秋田県は新第三紀中新世以後の地質や火山か広く仔在しているいわゆるグリーンタフ地域に属

し、黒鉱鉱床とその類縁鉱床はこのグリーンタフ池域に分布することかあきらか：こなっている。9

それゆえ秋田県は鉱山県として知られ、全県各地の山間部で古くから鉱山開発が行われてきた。

黒鉱鉱床は銅、鉛、亜鉛、金、銀、イオウ等が主成分であり、砒素、カドミウム、ビスマス等が

副成分として知られており、微量成分としては水銀、マンガン、ニッケル、コバルト等が検出さ

れるとある。5) これら 0)ことから判断すると休1免化鉱日」の抗内水やズリ、温泉の湧出水の中にこれ

らの成分が非鉱山地需より高濃度に検出されることは当然であり、特には的（こ晨紺iされている鉱

山については、その稼働時はもちろん、休［発11後ても絋害防止対策が互施される以訂］は、重金属

類の下流河川流域における濃縮の原因となったことは既往の研究から明らかである舟～8)しかしな

がら、鉱害防止対策の進んだ現在これら下流の公共用水域の環境調査地点においては、河川水中

の重金属類は全て基準値を満足しており、これらの発生源は下流の公共用水域には既に影響力を

失っている。

ただ鉱山跡地、河川）氏質や温泉沈殿物の 119［こ高濃度の濃縮がみられること、これらが山内部、

河川最上流部に位置することから、融雪II」f、 1！［水闘に隠濁物として流下し下直に一時的に影響を

及ぼすことは 1分各）、息すべきである。

休廃止鉱山、温泉等の重金属類の中で比較的調査の少ない水銀について、今回調査の一端を示

した。本県の黒鉱を主体とする鉱山地帯では地質中に水銀含量の多いことは既知の事実であり、

鉱山、温泉についての調査が行われている9我々が調査した休廃止鉱山、温泉沈殿物にも水銀が検

検出され、これらは鉱化作用や火山現象（こよって特に温縮されたものごあり、当然クラーク数9)

co.2ppm)やTaylor10>の元素存在度 (0.0叫仰）を大きく上廻るものもある a 特に小間沢鉱山、鎌

足鉱山、松岡鉱山のスリや底質からは高晶度の水銀を検出しており、温泉沈殿物ては玉川温泉、

黒湯温泉、孫六温泉の沈殿物中の水銀が顕著である。休廃止鉱山の抗内水や温泉水から、水銀が

検出されたものもある。また黒湯温泉の場合のように、温泉水の水銀は検出限界 (0.5ppb)以

下であるにもかかわらず、温泉沈殿物から高濃度（ 48P脚）の水銀が検出された例もあり、調査時

に十分留応する必疫かある。

これらの水銀についても、下流の公共川水域の犀災凋査地点では、i可Ill水中0水銀はすべて検

出限界以下であり！）閲境への直接の影響且ばい。

また、渓境庁か丈施した全国環境調査砧果（ 1973)11）では河川底閃の水銀冗おける一般的

データは通常値0.2ppm以下で、その多くは0.05膠前後である。我々が調査した結果では玉川の大
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深川 (0.54脚）、熊沢Jilの赤川温泉下流(1.1胴）＇C0.2PPlllを大きく越えるが、この原因が地質に

よるものか、上流の温泉によるものかは明らかでない。それ以外の調査した地点ではすべて0.2ppm 

以下である。

我々が調査した雄物）1|水系のウグイから最高1.5PPIllの総水銀が検出された。雄物川水系では水銀

を使用する工場がなくまた昭和44年から散布用水銀農薬を使用していないことを考えるとウグイ

の水銀は底質などにわずかに存在している水銀を食物連鎖で取り込み生物濃縮が起ったものと考

えられる。また上硫部にある鉱山や温泉｛こみられる氾度の高い発生源も一因となっていると推測

される。したがって、河）1|水中の水銀濃度が検出限卑以下であったとしても生物への影響を常に

考慮する必要がある。

なお、ウグイは談水焦では全国的に最も分析例か多く、水銀蓄柏贔は淡水魚中標摩的量とされ

ているか、含有量の幅が非常に大きく、総水銀0.4加を越えるものも少なくなし＼っ我々の調査て

も、水銀の最高値と最低値の範囲が広く、年度によっても水銀含有量にも差がみられる。体長が

大きくなるにつれ、水銀含有量も高くなる傾向が認められるが、総水鉗とメチ｝レ水銀の割合はに

らつきが大きく一定の値を示さなかった。

以上水銀について若干の調査結果を考察したが、本県のグリーンタフ地帯の鉱山地帯を流下す

る河川流域では、鉛、カドミウム、砒素などと共に水銀についても、公共用水域調査地点で現在

環境拮準を満足しているとしても、た［お、長期にわたろ監視が必要てある。

7 まとめ

1) 休）発J卜鉱山のスリ、庇質、抗内水や晶泉水、温泉虎殿物等には、鉛、カドミウム、砒素、 7k

銀等を高濃度に含んでいるものかある。

2) これらの重金属類は公共用水域環境調査地点において環境蓮準に適合しており、公共用水へ

の直接の影響はみられない。しかし融古時や洪水詩にぱ懸濁物として流下し下流域に一時的屁

響を与える懸念かある。

3) 河川水で水銀が検出限界以下であっても底質等に水銀が存在すると生物濃縮が考えられるの

で、ート流の生物への影聾を考慮し、閏心をはらうむ菱力ゞある。
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